
昆虫化石よりみた先史～歴史時代の古環境変遷史
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Insect　Fossils

森勇一・

［要旨］日本各地の先史～歴史時代の地層中より昆虫化石を抽出し，古環境の変遷史について考察した。岩手県大渡

II・宮城県富沢両遺跡では，姶良一Tn火山灰層直上から，クロヒメゲンゴロウ・マメゲンゴロウ属・エゾオオミズ

クサハムシなどの亜寒帯性の昆虫化石が多産し，この時期，気候が寒冷であったことが明らかになった。

　縄文時代早期では，岐阜県宮ノ前遺跡よりヒメコガネ・ドウガネブイブイなどのコガネムシ科を主体に，水生昆虫

を随伴する昆虫群集が確認され，湿地と人の介在した二次林の存在が復元された。縄文時代中期では，愛知県朝日・

松河戸両遺跡などから冷温帯～亜寒帯性のコウホネネクイハムシが検出され，気候が冷涼であったと考えられる。

　弥生時代になると，日本各地の水田層よりイネネクイハムシ・イネノクロカメムシなどの稲作害虫と，ヤマトトッ

クリゴミムシ・セマルガムシなどの水田指標昆虫が多く検出されるようになり，水稲耕作に伴い低地の改変が進み昆

虫相が大きく変化したことが明らかになった。この時代の特徴には，もうひとつ人の集中居住に起因する食糞ないし

汚物性昆虫の多産遺跡の存在があげられる。同じ地層からは，汚濁性珪藻や富栄養型珪藻・寄生虫卵なども検出さ

れ，農耕社会の進展とともに環境汚染が進行したことが考えられる。

　中近世は，ヒメコガネ・ドウガネブイブイ・サクラコガネ・クワハムシなどの食葉性昆虫の多産によって特徴づけ

られる。この時期，山林原野の開発が大規模に進められ，人間の居住域付近には有用植物が植栽され，里山はアカマ

ツのみの繁茂する禿山になっていたと推定される。

　こうして，更新世から完新世に至る間の生物群集は，更新世においては気候変動が，完新世後半においては人間の

与えた影響がきわめて大きかったことが明らかになった。

1．はじめに

昆虫は多くの生物の中で最も種数が多く，環境に応じた棲み分けと種分化が顕著にみられる生物

の一群である。なかでも鞘翅目は，すべての昆虫の中で最多の種数を有し，生息環境も多岐にわた

る。先史～歴史時代の地層中から発見される昆虫化石にその出現頻度が高いのは，種数や個体数の

多さ，生活史上の特性に加え，鞘翅目特有の硬化した外骨格が土中に堆積したのち保存されやす

く，かつまた光沢があり発見されやすいことも理由のひとつになっている。

イギリスをはじめ北欧および北米大陸などでは，昆虫化石が古気候変化を復元するのに有効であ

ることが認識され，第四紀更新世から完新世における環境変遷を示す指標として昆虫化石を利用し

た研究が，1950年代より実施されてきた（Coope，1959；Coope∂α1．，1971；Osbone，1974；Buch一

Iand　and　Kenward，1973；Buchlandθτα1．，1974；Kenward，1976；Walkerθτα1．，1993；Elias，

1994；Ashworth∂α1．，1997）。このうち，　Coope（1959），　Coope∂α1．（1971）などは，いずれも

第四紀更新世のドラスティックな気候変動と昆虫化石との関係について論述し，Osbone（1974），

Buchland∂α1．（1974），　Kenward（1976）などは，遺跡から得られた昆虫化石を分析し，古環境
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復元にあたっての問題点と考古学における利用法にっいて報告している。Buchland∂α1．（1974）

は，現在イングランド南部において普通種である半翅目の1％鋤og耐εγμ功ταθがヨーク州の中世

初期の地層中から多産することより，この時期の気候が温暖であったとした。また，Buchland

and　Kenward（1973）は，南ヨークシャー州の3，090±90yrs　B．P．を示す地層中より，森林性昆虫

を欠きAρ吻伽s4微4惚砿ατμsなどの食糞性昆虫を多産する昆虫群集を報告し，森林開発に伴う人

為度の高い環境がこの時期すでに出現していたとした。

　わが国では，遺跡産出の昆虫化石の研究は日浦（1979）により最初に導入され，大阪府下の弥生

時代の地層からゲンゴロウモドキ⑳ZZsα偲sp．をはじめ，20点の昆虫化石が報告された。つづいて，

日浦ほか（1984）は，遺跡産の昆虫化石の成果をまとめ，先史～歴史時代の地層中に挟在する昆虫

化石の抽出方法と，同定から古環境復元に至る基礎的かっ先駆的な研究を行った。その後，日本各

地の遺跡調査を通じて得られた昆虫化石より，古気候・古植生などに関する情報をはじめ，花粉分

析や大型植物遺体にもとつく古環境復元を補完する研究成果が多数報告されるようになった（日浦

・ 宮武，1985；野尻湖昆虫グループ，1984；金沢・宮武，1990；八木ほか，1990；森，1988，

1989，　1992a，　1992b，　1993a，　1993b，　1994a，　1994b，　1994c，　1995a，　1995b，　1995c，　1996a，

1996b，　1996c，　1997a，　1997b，　1998）。

2．研究の方法

A．昆虫化石の特性

　昆虫を生息環境によって分類すると，森林や草原内の植物・落ち葉や朽ち木などに依存するもの

（植生依存型昆虫），畑や砂地・林内や河川敷・腐植土中・動物の糞やその屍体など，主として地表

面上に多く認められるもの（地表性昆虫），池沼や河川・水溜り・水田・湿地帯などの水中ないし

水面上に生活するもの（水生昆虫・湿地性昆虫）などがあり，その生息地はきわめて多様である。

また，食性についても，食植性から食肉性・食糞性・腐食性・食菌性・雑食性など，多様な食物に

依存して生活している。昆虫の大部分は年一化ないし二化性で世代交代が速く移動能力が高いため

に，環境に対する応答性が速くかっ鋭敏である（Walker∂α1．，1993）。また，昆虫は花粉や珪藻

などの微化石にくらべて死後の移動が少ないことから，化石産出地点周辺の古環境，とりわけ陸域

の環境復元に有効である。

　日浦ほか（1984）は，遺跡をとりまく古環境の復元に有効な昆虫化石の指標性について，「水域

環境の指標昆虫」・「植生環境の指標昆虫」・「栽培及び農耕の指標昆虫」・「汚物集積の指標昆虫」・

「地表環境の指標昆虫」の5項目をあげている。その後，遺跡産出の昆虫分析を通じ宮武（1989），

金沢・宮武（1990）は栽培及び農耕の指標昆虫にっいて，野尻湖昆虫グループ（1987），八木ほか

（1990），森（1996b）は主に寒冷型昆虫にっいて，また，森（1988，1993a，1994a），森ほか

（1995a，1996a）は栽培及び農耕の指標昆虫，水域環境の指標昆虫を含め表1に示したような指標

性昆虫を特定し古環境の復元を行った。

B．昆虫化石の抽出と分析方法

　昆虫化石の抽出は，ブロック割り法（野尻湖昆虫グループ，1988）に水洗浮遊選別法（宮武，1993）
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表1　遺跡中から確認された主な指標性昆虫

主な指標性昆虫
水域環境の指標昆虫 流水性昆虫 止水性昆虫 湿地性昆虫

モンキマメゲンコ“ロウ

マメグンゴロウ属

バク“ロトンボペ

オオミズスマシ

ガムシ

キへ÷リクロヒメケ÷ンコ“ロウ

ネクイハムシ亜科

（キヌツヤミズクサハムシ｝まカX）

ヒメセマルカ〉ムシ

植生環境の指標昆虫 草原性昆虫 訪花性昆虫 森林性昆虫
セアカオサムシ　　　　　　　　コアオハナムク“リ

ハムシ科，テントウムシ科　アかナムグリ

クワガタムシ科，カナブン属

カミキリムシ科，スジコガネ

栽培及び農耕の指標昆虫 稲作害虫 畑作害虫
イネネクィハムシ，イネノクロカメムシ ニシ“ユウヤホシテントウ，イモサルハムシ

ヒメカンショコカ“ネ，ト“ウカ〉ネフ“イブイ

ヒメコカ“ネ，マメコカ“ネ

汚物集積の指標昆虫 食糞性昆虫 食屍性昆虫
エンマコガネ属，マグソコガネ属

オオセンチコガネ，双翅目の囲蝸

シデムシ科，エンマムシ科，オサムシ科

ハネカクシ科

地表環境の指標昆虫 湿潤地表面 砂地・乾燥地表面　　林床内地表面
ハネカクシ科，ヒラタゴミムシ族　ハンミョウ

トックリゴミムシ属　　　　　ヒョウタンゴミムシ

オサムシ科，クチキムシ

キマワリ，クロシデムシ

気候推定の指標昆虫 寒冷型昆虫 温暖型昆虫
アシボソネクイハムシ，ヒラタネクイハムシ

コウホネネクイハムシ，クロヒメゲンコ“ロウ

ヒメカンショコカ“ネ，タマムシ

ァカスシ“キンカメムシ
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図1　昆虫化石の産出遺跡

（愛知県内）22遺跡

1．田所（古墳～中世）　2．大毛沖（古墳～中世）　3．門間沼（古墳）　4．山中（縄文晩期）　5．舟橋宮裏（古墳～中世）　6．一色青海

（中世）　7．岩倉城（中世）　8．辻ノ内（中世）　9．能田旭（古墳）　10．朝日（縄文中期～中世）　11．清洲城下町（中世）　12．勝川（縄

文～江戸）　13．町田（縄文中期～平安）　14．松河戸（縄文中期～江戸）　1己渋川城館（室町）　1＆西志賀（弥生～中世）　17．若葉通（中

世）　1＆名古屋城三の丸（江戸）19．天白元屋敷（中世）2〔L岡島（縄文晩期～中世）21．室（古墳～江戸）22．稲武中村（縄文晩期）

（愛知県外）36遺跡

1．青森県三内丸山（縄文早期～中期）　2．岩手県大渡II（i日石器）　3．宮城県北前（旧石器）　4．同富沢（旧石器～縄文）　5．同中田

南（中世）　6．福島県麦地石（平安）　7．群馬県新保田中村前（古墳）　8．同萩原団地（古墳）　9．同下中居条里（古墳～奈良）　1立神

奈川県麻生（旧石器）11．長野県松原（縄文晩期）12．山梨県塩部（奈良～平安）13．同音羽（奈良～平安）14．同大師東旦保（弥生後

期・中世）　15．同宮沢中村（室町～江戸）　16．富山県魚津（弥生・平安）　17．同布目沢東（縄文晩期）　1＆石川県戸水C（平安）　1乳岐

阜県宮ノ前（旧石器～縄文中期）20．同今宿（弥生～古墳）21．同米野（古墳）22．静岡県川合（弥生～江戸）23．同池ケ谷（縄文晩期

～平安）24．同蛭田（縄文晩期）25．同御殿二之宮（縄文～古墳）26．同角江（弥生中期～中世）27．三重県力尾（更新世）28。同御衣

野（弥生～中世）2乳同中縄（弥生）3仕同太田（弥生）31．同六大A（古墳）32．奈良県四条（古墳）3＆大阪府志紀（弥生前期～中

世）34．同狭山池（中世）35．岡山県津寺（中世）36．大分県下郡桑苗（弥生）
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表2　昆虫化石を採取した遺跡とその相対年代

更新世　旧石器　　　縄　　　文　　　弥　生　　古　墳　　古　代　　中　世　江戸

前後前後
期期期期

草早前中後晩
創

期期期期期期

前中後

期期期

前中
　後
期期

奈平　鎌室前後
良安　倉町期期

（愛知県内）

1．田所
2．大毛沖
3．門間沼

4．山中
5．舟橋宮裏
6．一色青海
7．岩倉城
8．辻ノ内

9．能田旭

10．朝日
11．清洲城下町

12．勝川
13．町田
14．松河戸
15．渋川城館
16．西志賀
17．若葉通

18．名古屋城三ノ丸
19．天白元屋敷

20．岡島
21．室
22．稲武中村
（愛知県外）

1．三内丸山

2．大渡n
3．北前
4．富沢
5．中田南

6．麦地石
7．新保田中村前
8．萩原団地
9．下中居条里

10．麻生

1L松原
12．塩部
13．音羽
14．大師東旦保
15．宮沢中村

16．魚津
17．布目沢東

18．戸水C
19．宮ノ前

20．今宿

2L米野
22．川合
23．池ケ谷

24．蛭田
25．御殿二之宮

26．角江
27．力尾
28．御衣野

29．中縄
30．太田
31．六大A
32．四条
33．志紀
34．狭山池

35．津寺
36．下郡桑苗

◎

◎
○
◎

○

◎○

○

◎
◎

◎◎◎

○◎

◎

○　○◎○◎

◎

◎○
◎○
○○
○○

　　○◎
○○　○○

◎○　○○

○○

◎　　○○

○

◎

○

○

○
○

○

O

○　　○○

○○

○
○
○

○○○
　　◎
　○　○○
○◎　◎○

○　○
○　◎○

○○
　◎

○

○

○
◎

　◎　○
◎○
○

○◎

○

○

○

◎

◎

○○
　　○
　　◎○
○　○　　　○

○
O

○○
○○
◎◎　◎　O
O◎　○　○◎
　○

○　○

◎　◎
○　◎

　○　○○
○○　○　　○　○　○

○○
○

　○

○○○

◎○

○○
○

○

○

○　○

○

○

◎◎

［凡例］◎多産（100点以上）　○少数（1～100点）

を併用して実施した。昆虫の検出にあたっては15～20倍の単眼顕微鏡を利用し，実体顕微鏡下でク

リーニングののち，一つずつの節片について筆者採集の現生標本の各部位と顕微鏡下で比較・検討

しながら同定した。鞘翅目の分類および検索は，主に森本ほか（1986），野尻湖昆虫グループ

（1985），平嶋ほか（1989）によった。また，食糞性昆虫・ネクイハムシ類など個々の昆虫の生態に

ついては筆者らの観察所見に加え，野尻湖昆虫グループ（1985），春沢（1989）等を参考にした。
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　なお，遺跡中より産出する昆虫化石はその大部分が鞘翅目であり，これらが発見される場合には

節片に分離した状態で検出されることがふつうである。したがって本論で述べる産出点数はいずれ

も個体数ではなく，破片数ないしは節片数を示したものである。しかし，同一個体の重複計数を避

けるために，検出にあたっては試料を20㎜（層厚）×50mm（幅）×50mm（奥行）のブロックとして扱

い，同一ブロックより産出した昆虫化石のうち同じ分類群に属する昆虫片は1点のみ計数した。主

な検出部位は，鞘翅・前胸背板・頭部・腹部腹板・腿脛節等であった。なお同定後の標本は，エチ

ルアルコール（50％）を十分噴霧したのち，土ごと密閉ケースに入れ愛知県埋蔵文化財センター等

の収蔵庫にて保管している。

　筆者は，これまでに愛知県内22遺跡，愛知県外36遺跡（遺跡以外の2地点を含む）の計58遺跡に

おいて，昆虫化石試料を採取し同定および分析を実施した。本論では，これらの成果をふまえ述べ

る。昆虫化石の産出遺跡の位置，年代等については，図1および表2に示したとおりである。

3．先史～歴史時代における古環境の変遷

A．旧石器時代

　①氷期の昆虫化石一北方系昆虫の南下

　第四紀には計4回の氷期が存在したとされる。氷期の名称は，ヨーロッパアルプスの氷河の消長

をもとに，古い方からギュンツ氷期，ミンデル氷期，リス氷期，ウルム氷期という名称で呼ばれ

る。4番目のウルム氷期（最終氷期ともいう）のうち，顕著な寒冷期は北西太平洋海底コアから得

られた有孔虫殻の分析結果から，約7万年前にはじまり約2万年前まで継続したといわれる。この

時期の昆虫化石は，長野県野尻湖底（野尻湖昆虫グループ，1984），岩手県大渡II遺跡（森，1995

b），宮城県富沢遺跡（森・伊藤，1992；森，1993b），同北前遺跡などがある。このうち，野尻湖

底は4～2万年前頃，大渡II遺跡は姶良一Tn火山灰層（2．5～2．2万年前）直上，富沢および北前

両遺跡においても姶良一Tn火山灰層上位の地層中から昆虫化石が発見されている。

　大渡II遺跡より発見された昆虫化石は15科315点よりなり，亜寒帯林を構成するエゾマツ・トド

マツ等を加害するチビマツアナアキゾウムシ1カ10協杉1μsρ物αsτ万，およびシベリア南東部から本州

北東部にかけての泥炭地に生息するオオハンミョウモドキE鋤吻μs鋤oη鋤硲をはじめ，産出昆虫

の大部分が亜寒帯ないし冷温帯性の昆虫で占められた（森，1995b）。本州より分布が確認されて

いないクロヒメゲンゴロウ吻6㌘sρoφ画砲や，マメゲンゴロウ属・4g功〃ssp．などの北方系のゲンゴ

ロウが発見されたことから，大渡II遺跡周辺の最終氷期における気候は，亜寒帯気候に相当する厳

しいものであったと考えられる。富沢・北前両遺跡においても，一部の組成に違いがあるものの寒

冷型の昆虫化石についてはほぼ共通している。富沢遺跡ではクロヒメゲンゴロウ，スゲヒメゾウム

シの一種L励κ0ろα惚sp．，エゾオオミズクサハムシPZαZ％％γ‘∫60ηs励dゴco〃Zs　coηsτ痂zi60〃Zsなど

が多産し，北前遺跡ではヒラタネクイハムシz）oηαo勿万協痂，エゾオオミズクサハムシなどを含有

する昆虫化石群集が確認されている（森・伊藤，1992）。

　これを遡る更新世前期の寒冷期の昆虫化石では，三重県多度町に分布する東海層群（約175万年

前）から，水生甲虫を中心に8科183点からなる昆虫化石が報告されている（森，1996b；多度団

体研究グループ，1998）。本層準に含有される昆虫化石は，主に湿地に生息するミズクサハムシ属
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表3　三重県多度町の更新世前期の地層中から産出した昆虫化石

甲　　　虫　　　イヒ　　石　　　名 生態・食性　　試料1 試料2 計

ゲンゴロウ科Dytiscidae

ヒメゲンゴロウ亜科Colymbetinae

クロヒメゲンゴロウ近似種〃／ψ∫f’5cf．ρo〃加5∫Zaitzev

マメゲンゴロウ属耐∂加5sp．

ヒメセマルガムシ‘bθ105亡o鵬01カ∫α〃θ∬θ（Fabrichls）

ミズクサハムシ属P～別θ砲∂垣5sp．

ヒラシマミズクサハムシ近似種μcf．加τ8効∫砺1　Kimoto

エゾオオミズクサハムシ兄‘∴coη訂r∫c杜co〃∫5（Jacoby）

オサムシ科Carabidae
マークオサムシ却oω〃o屍θm5〃a∂c幻（Bates）

アオゴミムシ属倣1aθ〃∫〃ssp．

ナガゴミムシ属pzθ加sがc加S　Sp．

ヒラタゴミムシ族Platyllini

ツヤヒラタゴミムシ属励η〃也〃ssp．

ミズギワゴミムシ属βθ田加漉o〃Sp．

モンコミズギワゴミムシ属乃oヅ〃τaSp．

オオヒラタシデムシ近似種劫5〃垣acf．ノ∂ρo加ca（Molschlllsky）

ハムシ科ChrySOmelidae
ゾウムシ科Curculionidae

コメツキムシ科Elateridae

不明甲虫COLEOPTERA

水生・食肉性

水生・食肉性

水生・食肉性

水生・食肉性

水生・食植性

水生・食植性

水生・食植性

水生・食植性

地表性・食肉性

地表性・食肉性

地表性・食肉性

地表性・食肉性

地表性・食肉性

地表性・食肉性

地表性・雑食性

地表性・雑食性

地表性・食肉性

陸生・食植性

陸生・食植性

陸生・雑食性

　不　明

P2

AIW4
Bl

wg

Wl

Wl

WII

P3　W2

W46　B7　P4　A3

P7　W23　H4　A7　B2

W2

W2

P2

P3　Wl

w5

Pl

W4

W2

Bl

W2

W」O　B2　A1　07

5
1
9
1
1
1
5
0
3
2
2
2
4
5
1
4
2
2
1
2
0

　
　
　
　
　
1
　
6
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　2

合 十言口 2 181 183

＜部位凡例＞　W；Wing（上翅）　H；Head（頭部）　P；Pronotum（前胸背板）　A；Abdomen（腹部および

　　　　　　腹部腹板など）　B；Breast（胸部，前胸・中胸および後胸腹板）　O；Others（その他）

P鋤ε醐α惚spp．と，止水域を好む中～小型のゲンゴロウ科Dytiscidaeで占められた（表3）。ゲン

ゴロウ科の中には，クロヒメゲンゴロウ近似種幼㌦scf．ρ吻ψs‘（9点），マメゲンゴロウ属（1

点），ヒメゲンゴロウ亜科Colymbetinae（1点）などが確認された。クロヒメゲンゴロウ近似種

は，分類学的にはクロヒメゲンゴロウ属かマメゲンゴロウ属の大型種に分類され，クロヒメゲンゴ

ロウ属ではクロヒメゲンゴロウ，ヨツボシクロヒメゲンゴロウ吻b初S％砂〃zαγ励，マメゲンゴロウ

属ではオオクロマメゲンゴロウ・4gαろμs励6んo励の中のいずれかに同定される。いずれも北方系種

である。ミズクサハムシ属は計70点のうち，57点がエゾオオミズクサハムシ，3点がヒラシマミズ

クサハムシ近似種PZαr％微治cf．万燃〃物α‘（図版1－1）に分類されるべき昆虫片であり，両種

はハンノキなどの繁茂する清澄で水温の低い湿地に好んで生息する。クロヒメゲンゴロウもまた，

スゲ類の群生する水深の浅い湿地・池沼などに生息する水生甲虫である。昆虫化石の分布につい

て，最も多く産出したエゾオオミズクサハムシは，北海道南部と東北地方北部（福島県以北）に生

息し（野尻湖昆虫グループ，1985），また，クロヒメゲンゴロウ近似種を含む上記の3種は，いず

れも北海道の道北部および道東部，サハリン・中国東北部などにのみ分布する亜寒帯性の昆虫とし

て知られる（森・北山，1990）。随伴したヒラシマミズクサハムシもまた亜寒帯性であり，北海道

道東部の高層湿原の池塘のへりや開水面のない湿原に生息し，スゲ類を食するネクイハムシである

（野尻湖昆虫グループ，1985）。その結果，この時期，北方系種の最大南下距離は緯度にして10度前

後に達し，気温は年平均気温で7～9℃程度低かったと考えられる。

　②晩氷期の昆虫化石一気候変動に対する昆虫の応答性

　この時期の昆虫化石は，岐阜県宮ノ前遺跡における化石群集がある（表4）。宮ノ前遺跡は岐阜

県北端の吉城郡宮川村に位置し，神通川水系宮川の河岸段丘上に立地している。本遺跡は西側に山
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表4 岐阜県宮ノ前遺跡から産出した昆虫化石（森ほか，1997）

昆 虫 化 石 名 旧石器 縄文早期 縄文中期 十一∋
口

水生昆虫
（食肉性’ 鷲鞠竃竃励。。＿、　、，。hnck，

　　　　　　ゲンゴロウCγ垣sεθ了」∂ρo加c〃6Sharp
　　　　　　ヒメゲンゴロウ亜科Colymbetinae
　　　　　　膓該ζズ究聾誰鴇》』卿、。“。。Sh。。、

　　　　　　サワダマメゲンゴロウ万戎紐加s5∂路由ゴKamiya
　　　　　　モンキマメゲンゴロウ月aτ鋤加5ρゴo垣ρθ朋ゴ5（Sharp）
　　　　　　ミズスマシの庁f加s∫aρo垣四sSharp
　　　　　　コミズスマシの厄ゴ刀〃5cαr加8　Motschulsky
　　　　　　オナガミズスマシぽθ庇oφゴ」μ5rθτ励8r垣Shar

旧

Wl　P1

P3WIAl
W2　P2

W6PI　Hl
　　Tl
Wl　P2　Tl

1
1

T
・
W

1
り
乙A
W

1
1
P
WWI

W8

1
8
4
8
1
5
1
2
1
1
1
8

（食植性）ガムシ科Hydrophilidae
　　　　　　ガムシ〃dmρ万1〃s∂o迦劫8加5　Motschulsky
　　　　　　セマルガムシCoelosto四a　s加1¢鋤佃alker）
　　　　　　ヒメセマルガムシωθ10訂α顕or垣c〃1arθ（Fabricius）
　　　　　　ネクイハムシ亜科Donaciinae
　　　　　　フトネクイハムシ加刀∂c∫aola閲θβ〃ゴJacobson
　　　　　　ミズクサハムシ属P1訂θα顕力’ぶsp．
　　　　　　キヌツヤミズクサハムシρ1θ飴四8が5sθ万cθ∂L1η刀θ

W1

W2　Pl
　W2

　Wl

　旧
　W2
　W2
LlW5
　W7
　wl
　W3

－
l
W
W

2
1
3
6
8
7
1
3

　地表性歩行虫
（食糞・食屍性）
　　　　　　　シデムシ科Silphidae
　　　　　　　クロシデムシM（れ励or〃500反010r　Kraatz
　　　　　　　エンマムシ科Histeridae
　　　　　　　クロエンマムシ苗5εθτcoηcoloτLewis
　　　　　　　エンマコガネ属伽劫ρρ舳g〃8sp．
　　　　　　　ダイコクコガネ6bτ∫500加ぷMotschulsk

王
1
1
1
1
1

S
D
圧
P
P
D
」
W

1
1
1
1
1
1

（食肉・雑食性）

　　　　　　　オサムシ科Carabidae
　　　　　　　ゴミムシ科Harpalidae
　　　　　　　ミズギワゴミムシ属艶励∫改㎝sp．
　　　　　　　ナガゴミムシ属Pεθro5亙c力〃5　sp．
　　　　　　　クロオオナガゴミムシPτθτos杜c加s　leρ1ゴs　Bates？
　　　　　　　ツヤヒラタゴミムシ属励αC加ぶsp．
　　　　　　　モリヒラタゴミムシ属002ρoゴθ5sp．
　　　　　　　オオヒラタトッ　　　　　　　　　　　　　　　　　クリゴミムシ免鹿5ガτθ品Wiedemann
　　　　　　　ハンミョウOfc劫dε」∂o垣刀θηぶ〆5／8ρoηゴc8　Thunberg
　　　　　　　ハネカクシ科Staphylinidae
　　　　　　　キマワリ属P1θ51ρρ尻垣1助ssp．
　　　　　　　キマワリ〃θs∫oρ加加1却〃s垣ρocy8肥〃s　Motschulsky
　　　　　　　アラメヒゲブトゴミムシダマシ加τoscrf加」」㌔のs　Marseul

A7　W7　TI　PI　H4

　　　　W2
　　　　P2
　　　　Pl

　　　　w9
　　　　W1

WI　Tl　A6　P1

Pl

　PlTIA2
P2　W4　H2　T2　AI　　A6　PI　LI　W1

P1

W2

　　Pl
　　Ll
A3　W2　P3

Wl

W2　P2　Al

　A1
　蛆

4
3
2
3
1
2
1
1
1
2
1
1
1

　
4
　
　
　
　
1
　
　
　
　
2

植生依存型昆虫
　　　　　　コガネムシ科Scarabaeidae
　　　　　　スジコガネ亜科Rutelinae
　　　　　　‡綴多樽漂腸P㌦．。。H。P，

　　　　　　ヒメコガネ4刀o鵬1a犯fbα｛μrθ8　Motschulsky
　　　　　　サクラコガネληωaJ∂da畑ゴ剖∂Harold
　　　　　　ヒラタアオコガネλ加ωala　ooがθsco訂訂ぼBurmeister
　　　　　　コガネムシ桁舵185ρノθη∂θ刀sGyllenhal
　　　　　　X手三多了露∫ぎ：｛8。潔」°∂Newmann

　　　　　　霧会ξ2ノザθ鑑編≦∫鵠。皇3t瑞鵠）

　　　　　　コアオハナムグリ0〃oθεo加8ノμc〃刀〔抱（Falder皿ann）
　　　　　　シロテンハナムグリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働ε8θε1a　or∫e斑a1τε（G．　et　PercJ

　　　　　　カナブン肋o励ω7力力∂ノ●㎝ゴ08Hope
　　　　　　アオカナブン肋（吻加η力加∂助ゴoo／oτMotschulsky
　　　　　　カミキリムシ科Cerambycidae
　　　　　　クロカミキリ5ρoη砂1Zs加ρτθ5τoZd已8　Linne
　　　　　　クワガタムシ科Lucanidae
　　　　　　アカアシクワガタ凡fρρoηodoτc〃5　wわro允〃omε〃ぶ（Snellen）
　　　　　　チビクワガタ丹g〃1〃s垣刀od〃ノ〃s　Waterhouse
　　　　　　コクワガタ施oτo吻roa5　rθεZ〃ε（Motschulsky）
　　　　　　コメツキムシ科Elateridae
　　　　　　アカアシオオクシコメツキ舵1銅o加ぷcθεθCandeze
　　　　　　ハネナガクシコメツキ舵1aηot榔ぬεs姻μra∫Schenkling
　　　　　　クロクシコメツキ舵」a刀o加ぷsθ雇115Candeze
　　　　　　ハムシ科Chrysomelidae
　　　　　　アカガネサルハムシλcro訂力〆刀〆姻8a5c姑辞∫εc加〆（Mots、）
　　　　　　キムネアオハムシ砲θora刀θθノθ88刀5　Baly
　　　　　　ハマキチョッキリ属砂庇ゴぷ0α5sp．
　　　　　　ゾウムシ科Curculionidae
　　　　　　オトシブミ科Elateridae
　　　　　　サビキコリλτ助5力加o∂〃1〃5（Motschulsk）

L1

阻

l
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皇
H
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w
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W
P

W7TIL3
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Tl
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田P8
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　旧
W2　Pl

　Al
W6　P1

　Wl
　W3
　曹1
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l
1
1
1

W
W
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D
l
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W3　P2

W1

3
0
1
6
4
1
1
1
1
5
3
5
0
1
1
5
1
1
2
1
1
1
2
2
1
1
4
1
1
1
3
1
9

1
1
3
2
　

その他

テントウムシ科Coccinellidae
不明甲虫Coleoptera
カメムシ科Pentatomidae
ツノアオカメムシ∫ヒ〃Z就o肥垣ρoη10θ（Distant）
クチブトカメムシ乃cτo却θ甜51θ訂5ゴScott
アカスジキンカメムシ施θ6ゴ1060了ゴs1θ”5∫（Distant）
ツチカメムシ科Cydnidae
アリ科Formicidae
カワゲラ目Plecoptera
膜翅目Hymenoptera
双翅目Diptera

06

H2

A2

　　　W2

W7　Hl　T1　018

Pl

1
1

S
＾

乱1

WIAIOl
P3　Sl
P8　S6
　　Pl
　　Sl

H2　Al

　O1

2
6
4
5
1
2
1
5
1
1
2

　
3
　
　
1

合 計 91 275 103 469

〈部位凡例〉 亨i！㍑。1閑L扇離編籔七晶蹴n°t禦難醜（，1㍊｝d°m℃、（騨罐部幣、舗！。，（その他）
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冒旧石器
■縄文早期

圏縄文中期

水生　　　地表性　　　食植性　　　その他

　　図2　岐阜県宮ノ前遺跡における昆虫組成

岳地帯，東側に深く切り込んだ宮川が流れ，東西性の狭隆な扇状地起源の地形面上より，後期旧石

器時代（細石器文化），縄文時代早期，縄文時代中期，縄文時代後・晩期の4期にわたって石器・

土器・木製品などが出土する複合遺跡となっている。文化層に関連した放射性炭素年代は，後期旧

石器時代では14，550±160yrs　B．P．，12，860±160　yrs　BP．，縄文時代早期では8，870±100　yrs　B．

P．，8，590±120yrs　B．P．，8，470±120　yrs　B．P．，8，110±110　yrs　B．P．，縄文時代中期では4，590±

90yrs　B．P．，4，390±80　yrs　B．P．，4，270±100　yrs　B．P．，4，200±90　yrs　BP．，4，010±120　yrs　B．P．

など計11点の年代値が得られている（森ほか，1997）。

　本遺跡から産出した昆虫化石は4目25科計469点であり，層準別では，試料1（後期旧石器時代）

が91点，試料2（縄文時代早期）が275点，試料3（縄文時代中期）が103点であった。昆虫化石群

集は，全体に食植性昆虫を中心に構成されるが，これに地表性歩行虫と水生昆虫を随伴する組成で

ある。試料別では，試料1で地表性歩行虫の出現率が高く，試料2および3では食植性昆虫の出現

率が高かった（図2）。

　後期旧石器時代の分析試料（試料1）からは，水生昆虫では，サワダマメゲンゴロウP鋤α〃2ろ俗

sαωα4α‘（2点；図版1－3）・ヒメセマルガムシCoε／o∫τo〃2αoγ6iεμ／α陀（3点）・ネクイハムシ亜

科Donaciinae（2点）などが認められた。地表性歩行虫では，クロオオナガゴミムシP’εγo∫故吻∫

妙傭（1点）・アラメヒゲブトゴミムシダマシLμ吻oヵs　6励γφoηs（1点）・ミズギワゴミムシ属

．8¢励硫微sp．（2点）・ツヤヒラタゴミムシ属⑪η批吻s　sp．（9点）・ハネカクシ科Sta－

phylinidae（9点）などが産出した。いずれも水辺に多いが，クロオオナガゴミムシは山地帯に生

息し森林内の林床ではなく倒木の下や湿地周辺に見られる。陸生の食植性昆虫では，キムネアオハ

ムシC彫o％批ε1εgαηs（1点；図版1－2），クロカミキリSヵoη⑳～Z∫bμヵγθs励4θs（1点），カナ

ブンR加励o酩勿αノ⑳oη‘6α（1点）のほか，ハムシ科Chrysomelidae（7点）・ゾウムシ科Cur－

culionidae（9点）などが発見された。

　この結果，本遺跡には，ミズゴケ・スゲ類などの繁茂する水深の浅い水たまりが存在したことが
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旧石器時代
14，550±120

12，860±160

縄文時代早期
　8，870±100
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縄文時代中期
　4，590±90
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浅い水たまり　ミズゴケ
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カバノキ属　　　（下線は植物遺体が産出したものを示す）

x

ρ 叱

　　　　　（地表性歩行虫）

　　　　　クロオオナガゴミムシ
　　　　　ミズギワゴミムシ属

　　　　　ハネカクシ科

落葉広葉樹林

　　　　　　z湿地スゲ
　　　　　　　　　　湿地（水生昆虫）

シャープゲンゴロウモドキ

ゲンゴロウ　キヌツヤミズクサハムシ

ミズスマシ　フトネクイハムシ

ガムシ

z　　　　ク4
　　（地表性歩行虫）

　　クロシデムシ
　　ダイコクコガネ

　　クロエンマムシ

　　オオヒラタトックリゴミムシ

落葉広葉樹林ブナ．コナラ

（食植性昆虫）

カナブン

クロカミキリ

ゾウムシ科

キムネアオハムシ

（食植性昆虫）

ヒメコガネ

ドウガネブイブイ

マメコガネ

アオカナブン

アカアシオオクシコメツキ

アカスジキンカアメムシ

vピ

ハンノキ・ケヤキ

クリ・エゴノキ

　　湧水／水たま0　』「　　　　”　　　（地表性歩行虫）

　　（水生昆虫）　　　　　　　　　　　　　　キマワリ

　　クロズマメゲンゴロウ　　　　　　　　ハネカクシ科
　　モンキマメゲンゴロウ　　　　　　　　　ツヤヒラタゴミムシ属

　　オナガミズスマシ

図3　昆虫化石より復元される宮ノ前遺跡の古環境

（食植性昆虫）

ドウガネブイブイ

ハナムグリ

アオハナムグリ

アオカナブン

アカアシクワガタ

コクワガタ

ツノアオカメムシ

考えられる。サワダマメゲンゴロウの産出からは，この水たまりに渓流性の清澄な水流が注ぎ込ん

でいたと推定される。ミズギワゴミムシ属・ツヤヒラタゴミムシ属・モリヒラタゴミムシ属

Coφ04ε5　sp．・ハネカクシ科などの地表性歩行虫の出現からは，遺跡の周囲に湿地や湿潤地表面が

存在したことが考えられ，クロオオナガゴミムシ・アラメヒゲブトゴミムシダマシなど多種の地表

性歩行虫の産出により，この時期の森林は林冠の開けた明るい林であったと推定される。カラマツ

・ アカマツに多い（中根，1975）クロカミキリの発見から，林内にこれらの針葉樹が存在したこと

は確実であろう。また，キムネアオハムシの産出からはヤマハギ（中根ほか，1984）が，カナブン

からはクヌギやコナラなどの落葉広葉樹が生育していたことが推定される。食植性昆虫の産出に加

え，同層準より多産したトウヒ（P‘oεαノθzoε掘s）を含むトウヒ属の球果，チョウセンゴヨウの種

子などの存在から，宮ノ前遺跡一帯には，この時期，針広混交林が成立していたことが考えられる

（図3）。
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　宮ノ前遺跡から得られた2点の放射性炭素年代値は，最古ドリアス亜氷期（15，000～12，500年前）

に相当し，晩氷期の始まりの時期にあたるが，種まで同定された昆虫化石には，必ずしも寒冷な気

候を示す昆虫は含有されていない。しかるに大型植物遺体では，トウヒ属・チョウセンゴヨウなど

の亜寒帯～冷温帯性の球果を多産し，寒冷気候の存在を示唆している。両分析の示す差異にっいて

は，植物の気候変動に対する応答性に起因する可能性が高く，昆虫化石が花粉化石にくらべ気候変

化をより鋭敏に反映し花粉化石では検出しえない短期間の寒冷期に応答することや，両者の間に数

百年のタイムラグを生じることはヨーロッパや北米における晩氷期～後氷期にかけての昆虫および

花粉化石の分析結果に示されている（Walker∂α1．，1993；GuiotθZα1．，1993；Elias，1994）。昆虫

化石群集からは，晩氷期の中でも降水量（降雪量）は少ないものの気候はすでに寒冷期を脱し，温

暖化しつつあった時期に相当することが考えられる。同じ地層より亜寒帯～冷温帯性のトウヒ属・

チョウセンゴヨウなどが見いだされていることから，遺跡の周囲に亜寒帯ないし冷温帯林がモザイ

ク的に残存していた可能性が指摘される。

B．縄文時代

　①縄文時代早期～前期一縄文人による植生干渉

　縄文時代早期の頃（放射性炭素年代で8，870±100～8，110±110yrs　B．P．の4点の値が求められて

いる）の昆虫化石についても，宮ノ前遺跡より得られており，陸域の古環境を復元するのに有効で

ある。ゲンゴロウ（泌鋤γ」αヵo耽俗（8点）・シャープゲンゴロウモドキ⑳紘α4s∫吻励（4点）

・ マメゲンゴロウ属（4点）・セマルガムシCoθ／o∫云o〃2αsτμ伽勿（2点）・ミズスマシ◎物泌

鋤oη励s（1点）・コミズスマシG微吻∫（1点）などのほか，湿地性で開水面の少ないスゲ群

落中に多い（野尻湖昆虫グループ，1985）フトネクイハムシDo微c‘α6／％αwεαμ‘（7点），同じく

湿地性で高層湿原や池沼・ため池・小規模な湿地などに生息する（野尻湖昆虫グループ，1985）キ

ヌツヤミズクサハムシP鋤6κ〃昭蛤sεガ6醐（3点）などが発見された。地表性歩行虫ではゴミムシ

科Harpalidae（11点）・ハネカクシ科（8点）のほか，クロシデムシ1W70助o撚ooη60Joγ（1

点）・クロエンマムシ疏s妙εoη60Joγ（1点）・ダイコクコガネCo助s　o6吻s（1点）などが見い

だされた。食植性昆虫では，樹木や各種草本類の花に集まるコアオハナムグリ0卿磁oη㌘W〃η吻

（7点）・アオハナムグリEμoθ’oηZαγoε1φi（4点；図版1－4），主に二次林の樹葉を食するドウ

ガネブイブイ・4ηo〃2鋤αφγθα（5点）やヒメコガネ・4．吻∂6砂γεα（17点），樹液に集まるアオカ

ナブン1～加勿●oγγ万καμ励ooloγ（4点）などを多産した。またカメムシ目Hemipteraでは，樹上

性で食肉性のツノアオカメムシPεη鋤o〃2α」鋤oWα（1点）・アカスジキンカメムシPoεcilooo体

／伽短（1点）などが確認された。なお，前者は山地のハルニレ・シラカンバ・ミズナラなどに多

く（友国ほか，1993），後者は山地の樹林に生活しコナラ・ピサカキなどに認められる（友国ほか，

1993）。

　縄文時代早期の地層より，水たまり・池沼に多いゲンゴロウ，主に池沼に生息するシャープゲン

ゴロウモドキ，湿地に多いマメゲンゴロウ属，湿地性でスゲ群落に生息するフトネクイハムシ・キ

ヌツヤミズクサハムシなどが発見されたことから，宮ノ前遺跡周辺には，この時期，水深の浅い止

水域や湿地が点在していたことが考えられる（図3）。地表性歩行虫では湿地に多いハネカクシ科
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やオオヒラタトックリゴミムシOo4εs〃舵ηsなどのほか，自然度の高い林内の動物の屍体に集まる

クロシデムシや，大型草食獣の糞を食べるダイコクコガネなどが確認され，遺跡付近に大型草食獣

の跳梁する森林が存在したことが考えられる。また，コアオハナムグリ・アオハナムグリの出現に

より，花の咲く植物が生えていたことが推定される。ドウガネブイブイやヒメコガネ・マメコガネ

Po吻11扱吻oκ磁などの人里昆虫の多産により，宮ノ前遺跡周辺に人間の介在した二次林や果樹・

畑作物などが存在したことが推定されるが，これは，縄文人による植生干渉の結果を示している可

能性も示唆される。本遺跡における人里昆虫の産出からは，縄文人が定期的に森林伐採を行うな

ど，周囲の自然環境に積極的に働きかけ，これをコントロールする術をすでに身につけていたので

はないかと考えられる。なお，この時代の人々が自然植生に手を加えることなく，あるがままの自

然の中で生活していたとする縄文観に検討をせまる分析結果は，本州北端の青森県三内丸山遺跡な

どより多数報告されている（辻，1998）。三内丸山遺跡では，縄文時代前期の地層より，宮ノ前遺

跡同様，ヒメコガネ・ドウガネブイブイ・コアオハナムグリなどの人里昆虫を多産し（森，1995

c），これにクロバエ科Calliphoridae（図版1－7）・ニクバエ科Sarcophagidaeなどの衛生昆虫

や，食糞ないし食屍性昆虫に代表される「都市」型昆虫を随伴することが明らかになっている

（森，1998a）。昆虫相からは人々が，縄文里山（辻，1998）ともいわれる人為度の高い植生空間に

囲まれ，長期にわたりかなりの密度で集中居住していたことが示される。

　②縄文時代中期～後・晩期一西日本における森林性昆虫の多産

　縄文時代中期は，今から約5，000年前より4，000年前の約千年間にあたる。この時期，愛知県朝日

遺跡の泥炭層からは，10科3，314点からなる昆虫化石が発見された。化石群集は，コガネムシ

〃‘〃Z6Zα　鋤1εη4θη∫・マメコガネ・ヒメカンショコガネ、4ヵogO励α　α吻‘磁，カナブン属1～〃0勿ろ0γγ一

万ηαspp．などのコガネムシ科Scarabaeidae，ハムシ科をはじめ，樹葉や草本植生を食する食植性

昆虫（71．8％）で大半が占められた（図4）。この他に，小型のゲンゴロウ科・ガムシ科　Hydro－

philidae，およびミズスマシ属砂γ吻μs　sp．に分類される水生昆虫（17．6％）を産出した。また，湿

地や池沼に生息するネクイハムシ類が計33点発見され，そのなかに東北地方を中心に冷温帯～亜寒

帯に分布の中心を有するコウホネネクイハムシDo批ε㌘ozθηsるが少なくとも4点確認された。随

伴するフトネクイハムシ（6点；図版1－6）もまた，昆虫分布のうえでは冷温帯に生息する水生

甲虫である。その結果，この時期の朝日遺跡周辺は，現在より冷涼な気候に支配されており，落葉

広葉樹林が成立し付近に泥炭層が堆積するような閉鎖された湿原域だったと考えられる。この時期

の気候の寒冷化（放射性炭素年代値で5，000～4，500yrs　B．P．頃）は，　Sakaguchi（1983），安田

（1988）などにより指摘された縄文中期の寒冷期に対応するものと考えられるが，これは朝日遺跡

を東西に貫流する河道が最大4．3mにわたって下刻されることからも示される。同様の浅谷は愛知

県町田・松河戸両遺跡からも確認されており，両遺跡の浅谷底を埋積する縄文時代中期の泥炭層か

らは，森林性のハナムグリ属Pγo鋤磁spp．，カナブン属，コメツキムシ科Elateridae，クワガタム

シ科Lucanidae，アオゴミムシ属α％η勿s　sp．（図版1－8）など計1，045点の昆虫化石を産出し

た。この中には朝日遺跡より確認されたコウホネネクイハムシも1点含有され，寒冷気候の存在を

示唆している。

　縄文時代後期～晩期では，松河戸遺跡より14科524点の昆虫化石が発見されている（森，1992
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図6　朝日遺跡から産出した昆虫化石の生息環境別出現率の推移

a）。昆虫組成は，コメツキムシ科やスジコガネ亜科Rutelinae，サクラコガネ属、鋤o％／αsp．など

の食植性昆虫が多く，遺跡の周囲に豊富な樹木が生育していたことが考えられる。また，ヒメゲン

ゴロウ1～肋κ々’∫ρ2ルργosz4∫・セマルガムシなどの水生昆虫の多産から，流れのない止水域が存在し

たと推定される。オオゴミムシLθs万α’∫初㎎プ〃fS，セアカオサムシ1五沈磁斑ゐ2る々‘Wγ％／osz‘s，ア

オオサムシC〔〃η6～’s　∫η∫2∫佐o／αなどをはじめとしたオサムシ科や，オオヒラタシデムシEμs吻吻

ノαρoηicα，ヒメエンマムシル1α栂αγ沈o’俗ωc”ηoア7z↓，ミヤマダイコクコガネCoヵγなρε％αγi俗，エ
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ンマコガネ属0励oが㎎術spp．，ハネカクシ科など，各種動物の屍体や排泄物に集まる食屍性な

いし食糞性昆虫が多数検出されたことにより，遺跡の周囲に人間を含め大型草食獣が生息していた

ことが考えられる。

　朝日・町田・松河戸遺跡より産出した縄文時代中期～後期の昆虫化石は，大部分が森林や草原な

どの自然植生に依存する昆虫群で占められている。花粉分析では昆虫分析試料と同一試料より，ア

カガシ亜属・コナラ亜属などの広葉樹花粉，ツタ属・ガマズミ属などの林縁や河畔に生える低木花

粉を高率に産出し，草本花粉の出現率は縄文時代中期～後期の全試料を通じていずれの遺跡におい

てもきわめて低率であった（吉野・萬谷，1992ほか）。珪藻化石では，Q〃功ε仇鋤θ党，　E耽oτ㌘

砲物0∫α，Eρε6励α廊，　P物μ吻㌘η0∂OSαなどの貧栄養水域に生息する種群を多産した。この結果，

3遺跡の位置する東海地方一帯では，東日本の縄文遺跡と異なり人為による干渉の影響のほとんど

ない森林相が永らく維持された可能性が考えられる。

C．弥生時代

　①水稲耕作と稲作害虫の出現

　今から約2000年前の弥生時代は，日本に水稲耕作が組織的かつ大規模に導入された時代にあた

る。西日本では，米作りの開始は縄文時代後・晩期にまで遡るようであるが，ともかく弥生時代前

期の頃には，日本各地の低湿地に水稲という栽培植物が新しく出現することになった。このように

人間が農作物の栽培をはじめて以来，昆虫のうちの何種類かは農業害虫として人類の敵にまわるこ

とになった。

　イネネクイハムシDo批c㌘〃o〃osτi（図版2－7）は体長6．0～7．5m皿，黄緑色ないし青藍色で，

金属光沢を有する湿地性のハムシの仲間である。成虫はヒルムシロ・ヒツジグサ・ジュンサイ・ヒ

シ・コウホネなどを食害し，幼虫がイネ科植物とくにイネの根を加害する稲作害虫として知られる

（松村，1899；梶原ほか，1986）。イネノクロカメムシSco励oφ吻m　Iμγ鋤（図版2－8）は体長

8．0～10mm，半翅目カメムシ科Pentatomidaeに属する黒色の昆虫で，口吻を茎に差し込んで吸汁

・加害する。本種は古来イネの大害虫として，水稲に多大な被害を与える昆虫として恐れられてき

た（松村，1899；梁田，1906）。

　愛知県勝川遺跡では，約1，900年前の弥生時代後期の地層中から，7科14属341点で構成される昆

虫化石群集が確認され，この中よりイネネクイハムシの昆虫片が多数検出された（森，1992d）。

水田層は発見されなかったものの，昆虫片が見つかった同じ地層から農耕具や石包丁・炭化米など

が発見されている。そのため周辺地域で水稲が栽培されていたものと推定され，稲作害虫が弥生時

代の頃よりすでに水稲を加害していたことがほぼ確実となった。このような結果は勝川遺跡のみな

らず，岡島遺跡（愛知県西尾市）・大毛沖遺跡（同一宮市）・大毛池田遺跡（同）・池ケ谷遺跡（静

岡県静岡市）・角江遺跡（同浜松市）・志紀遺跡（大阪府八尾市）・萩原団地遺跡（群馬県高崎市）

など日本各地より得られており（森，1993a，1996a），稲作害虫のルーツは志紀遺跡のデータより

農耕開始間もない弥生時代前期にまで遡ることが明らかになった。

　水田耕作土からは，稲作害虫とともに中～小型のオサムシ科を多産する。ヤマトトックリゴミム

シLαc吻06吻るノ⑳oη加は，湿地や水辺に生息する食肉性の地表性歩行虫であるが，イネネクイ
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ハムシやイネノクロカメムシを産出する水田層から必ずといってよいほど産出している（森，1993

aほか）。本種は，イネを加害するウンカや鱗翅目の幼虫などを捕食するため，弥生時代以降，水

田内に生活圏を拡大した昆虫である。また，水田内には今も何種類かの食植性の水生甲虫が生息し

ている。なかでもセマルガムシ・マメガムシ地g碗bα功αα舵η微彪は，日本各地の先史～歴史時代

の水田耕作土より多産し，ヤマトトックリゴミムシ同様，水田層を特徴づける昆虫（水田指標昆

虫）である。両種より大型のガムシ1吻4γ0助批Sα鋤励鰯τμS・ヒメガムシS彦¢吻010φ吻SZ頭φθS・

コガムシ1吻4名oc吻η励撚なども水田層中より頻繁に発見され，水田内に繁殖した植物やそれら

の腐植物をエサとしている。また，富栄養の水田には，食植性昆虫や小型の魚類・両生類などを捕

食する食肉性の水生甲虫であるゲンゴロウや，ヒメゲンゴロウR吻η砿ρμ1〃θ箔osμsなどが認められ

る。これらの水生昆虫は，湿地や池沼などといった比較的開けた環境に生息していた昆虫である

が，弥生時代以降日本各地に拡大した水田という人工水域に適応・進出し，個体数を増加させたと

考えられる。

　水田には初夏の頃から秋口にかけての間，灌慨水が導水され，毎年それは人間の都合により突然

落水される。稲作の普及とともに，このような人為度の高い水空間が沖積低地のみならず，河岸段

丘から丘陵平坦面に至るまで非常な速さで拡大していった。これに伴い縄文時代以来，日本の平野

部を特徴づけてきた湿生植物や森林植生に依存する生物群が減少し，今日の水田地帯周辺に見るよ

うな撹乱環境に耐性があり，ライフサイクルの短い動植物のみが増加することとなった。このよう

に弥生時代に生じた低地における生物群集の一大変化は，稲作農耕と密接に関連している（図5）。

　②人口集中に伴う環境汚染

　愛知県朝日遺跡からは，20科計9，908点よりなる昆虫化石が検出されている。うち弥生時代中期

の溝堆積物からは，202点の昆虫化石が確認された。生息環境別出現率では，陸生の食植性昆虫が

14．9％，地表性歩行虫が81．4％うち食糞性昆虫は53．5％であり，水生昆虫はわずかに3．7％出現し

たのみであった（図6）。昆虫組成の中には，コブマルエンマコガネ0批加φ晦綴α〃ψεκ磁s（図

版2－1）をはじめ3種64点のエンマコガネ属0ηZ加ヵ1㎎μsspp．，マグソコガネ、4劫o伽sγετ’筑を

はじめ5種44点のマグソコガネ属・4ρ〃04iμs　spp．が含有される。これらは，いずれも人糞や獣糞な

どに誘引される食糞性の昆虫である。また，同一試料よりルリエンマムシS⑳物μssρ吻鹿η∫・オ

サムシ科・ハネカクシ科など，25．9％の食屍性ないし汚物性昆虫が見いだされた。この結果，朝日

遺跡の弥生時代中～後期における昆虫化石群集は，人糞・生ゴミなどの集積した人為環境を特徴づ

ける都市型昆虫相を呈していたことが明らかになった（森，1994b）。

　また，本遺跡からは弥生時代中期を中心に，計137試料より31属164種14変種の珪藻化石が検出さ

れた。検出された珪藻化石は，調査区ごとにいくぶん差異が見られるものの，環濠および溝堆積物

ではその組成に大きな違いは認められなかった。主な出現種をみると，弥生時代中期の試料では

」V∬2s6万αヵα1¢α（平均9．2％），2V．α〃φ励Zα（2．1％），1尭ηZ2sc厄αα〃ψ〃io”s（6．2％），◎610’ε磁

〃2εη鯉んゴη云αηα　（4．3％），　Eμηoあαρε6κηα万s　var．〃2沈oγ　（4．2％），　E．カγαθzμZ）彪　（4．1％），　Go〃2一

力ゐoηε〃2α　Z）αγ〃μ1z4〃2　（3．4％），　ノ1〃z力乃o名α　〃20η云αηα　（3．3％），　∧をzz／iαノ／α　〃2¢η‘scz41郷　（3．3％），　N．

04）πα‘α　（3．2％），　N．go44）επ‘αηα　（2．1％），　、PカzημZα励α　sμb6α≠）滋ετ云α　（3．1％），　1〕．　boγεαγZs　（2．5

％），F㎎i／α酩ooηs’wκs　var．　sμbsα／iM（1．7％）などが検出された。朝日遺跡における珪藻化
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石群集は，小林ほか（1985），Watanabe∂α1．（1986）などにより示されたM；zsc厄α♪α吻，1V．

α勿ρ万万α，G．ヵαγ微1μ勿，」W〃‘o励αgo四φθγ磁ηα，2V．　sθ勿沈μ1μ勿，」V．ヵμρ励αなどの水質汚濁に

耐性のある種群（汚濁性珪藻），Hustedt（1930・1930－66），　Krammer　and　Lange－Bertalot

（1986・1991a）などに記載されたA佐〃ゴ6μZα〃zθ琉6μ1μs，～V．αψiZαZα，2V．勿μ旋αvar．〃¢η”i60sα，

N．ρ〃ε9γ沈α，τ肋／α∬ios㌘6鰯勿幼励勉6，　F．　coηsカ％η∫var．　sμbsα1沈α，　C．勿¢形9万痂αηαなど

汚染水にも生息するが主に低鍼度の塩分を含有する水域に出現する種群（富栄養型珪藻），および

伊藤・堀内（1991）などにより示されたH．α〃ψ万oぴ，／1．〃zo鋤κα，　P．　bo磁γ‘∫，　E．加αθ吻劾，

Mθ10s批γoθsθ耽αなどの好気的な環境に生息する種群（陸生珪藻）の3タイプの珪藻化石を含有

することにより特徴づけられる（図7）。筆者により識別された汚濁性，富栄養型および陸生珪藻

の出現率は，朝日遺跡の弥生時代中期の試料では平均で17．4％，15．3％，20．1％であった。なお，

このような珪藻化石組成は，弥生時代前期の環濠集落である愛知県月縄手遺跡の環濠の底部，食糞

性昆虫を多産した同西志賀遺跡の環濠中，および同じく食糞性昆虫を多産した大阪府池上曽根遺跡

（弥生時代中期）の溝中（渡辺・古谷，1990）からも報告されており，人口増加に伴う環境汚染の

重要な証拠である。さらに昆虫や珪藻化石の分析試料と同一の溝堆積物からは，回虫卵・鞭虫卵・

肝吸虫卵なども多数検出された（図8）。

　都市型昆虫群集に加え，環濠や溝中の堆積物に認められた富栄養型珪藻および汚濁性珪藻，鞭虫

や回虫などの寄生虫卵の産出などにより，弥生時代中期の朝日遺跡では人口集中に伴う著しい自然

改変と環境汚染が進行し，生物相は完全に都市型を呈していた。この時期，朝日遺跡は人口約

1，000人を擁する弥生都市（森，1994b）の一っであった。花粉分析では弥生時代中期の溝堆積物

中より，ヨモギ属・イネ科など裸地的環境下の乾燥した地表面に生息する草本花粉が多数検出され

（吉野・萬谷，1992），花粉組成の上でも森林伐採に伴う自然改変が急ピッチで進行したことが考え

られる。

D．古墳時代一水田生態系確立の時代

　群馬県萩原団地遺跡では，古墳時代前期（6世紀前半）に降灰したとされる榛名一ニツ岳降下軽

石層（FA）に埋もれた水田跡が検出されている。この遺跡からは大畦畔で大きく区画され，その

中に約3～4mの長方形をした計298面の小区画水田が確認された。川から水田に灌慨水を導くた

め長い水路が掘削され，それらは杭列や柵などで頑丈に補強されていた。古墳時代前期には，この

ような水田が赤城山および榛名山山麓から利根川水系の前橋台地や関東平野一帯に展開していたこ

とが知られており，ほぼ時を同じくする水田層は全国一円に分布している。古墳造営に伴う土木技

術と労働力の集約性が水稲の生産地拡大に援用され，丘陵地から台地・低地に至る日本列島全域に

及ぶ一大水利システムが，ほとんどこの時期に構築されたのである。萩原団地遺跡では，木製農耕

具・土器片・多種の種実などとともに，7科17属からなる計301点の昆虫化石（昆虫化石の採集範

囲は約50㎡）が確認された。昆虫化石の生息環境および生態による分類では，水生昆虫が188点

（62．5％），食糞性および食屍性昆虫が2点（0．7％），食肉性および雑食性の地表性歩行虫が34点

（11．3％），食葉性昆虫など陸生の食植性昆虫（好植性昆虫）が49点（16．3％）で，その他所属不明

および未分類のため生態が判明していない昆虫片は28点（9．3％）であった（森，1997b）。
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図8　朝日遺跡の溝堆積物中の都市型生物群集

　なかでも，水生・食植性で止水域に多いガムシ（86点）が最も多く出現し，本種を含めガムシ科

Hydrophilidae（少なくとも3種）の昆虫片は計109点（36．2％）に達した。水生・食肉性で，止

水性ないしやや流れのある水域に生息するゲンゴロウ（38点）がこれにっいで多く認められた。ゲ

ンゴロウ科Dytiscidaeの昆虫片には少なくとも7種類のゲンゴロウの仲間が含有され，計75点

（24．9％）が発見された。水生昆虫に占める食植性のガムシ科の出現率が高いことから，当時の水

田内にイネ以外の水草や藻などが多量に繁茂していたことが，またゲンゴロウ・シャープゲンゴロ

ウモドキなどの大型のゲンゴロウ科をはじめ，多種類の食肉性の水生昆虫が確認されたことから，

萩原団地遺跡に存在した水田内には，多種多様な被食動物が生息していたことが推定される。稲作

害虫であるイネネクイハムシも，計3点見いだされた。そして，これらの昆虫組成は，農薬使用前

の大正・昭和の頃の水田内にごく普通に見られた昆虫相とよく一致している。

　一方，岐阜県米野遺跡は，濃尾平野西部の沖積低地北縁に位置する弥生時代後期～古墳時代初頭

にかけての遺跡である。ここからは古墳時代初頭に掘削された幅10mの巨大な溝の跡が発見され，

これは導水ないしは物資運搬用の運河だったのではないかと考えられている（大垣市教育委員会，

1997）。溝の底部および側面に堆積した暗灰色のシルト層からは，多数の木製農耕具や梯子・板材

などとともに，古墳時代初頭を特徴づける弧帯文を施した祭祀用木製品が出土している。米野遺跡

からは，10科計512点の昆虫化石が発見され，その約70％にあたる362点が水生昆虫で占められた。

セマルガムシ（21点），マメガムシ（10点），ヒメガムシ（6点），コガムシ（8点）などの小～中

型の食植性のガムシ科にまじって，大型のガムシ（11点）も産出した。このほか，ゲンゴロウ（8

点），クロゲンゴロウ◎b磁θγb箔θ砿（1点），ヒメゲンゴロウ（4点）などの食肉性のゲンゴロウ

科も発見された。昆虫組成の中に，ハムシ科（11点）やゾウムシ科（5点），コガネムシ科（13点）

327



国立歴史民俗博物館研究報告

第81集　1999年3月

2000

1500

丘

岨…1000

主

500

0

珍井戸1（SE402）

■井戸2（SE405）

水生一食糞性一食屍性一雑食性一食植性

図9　川合遺跡の井戸中より産出した昆虫組成

などの草本ないし樹葉に由来する陸生の食植性昆虫や，地表性昆虫であるゴミムシ科（29点）・ハ

ネカクシ科（2点）などが含有され，このことを含め，昆虫化石群集は萩原団地遺跡の水田層中の

分析結果とよく一致している。

　萩原団地・米野両遺跡より確認された古墳時代初めの昆虫組成は，愛知県勝川遺跡（古墳時代前

期～後期），同大毛沖遺跡（古墳時代前期），群馬県新保田中村前遺跡（古墳時代前期），静岡県川

合遺跡（古墳時代前期～後期），同御殿二之宮遺跡（古墳時代前期）の7遺跡とも共通種が多く，

古墳時代の頃の低湿地における水田内ないし水田近傍の地層中より採取した昆虫群集は，日本各地

でよく似た組成を示した。このことは，同時に実施した珪藻分析によっても示される。萩原団地・

米野・勝川・大毛沖・新保田中村前・川合・御殿二之宮の7遺跡において，古墳時代の水田層中の

珪藻分析を実施した結果，群集組成中の多産種の上位4種は，それぞれ以下のようであった。萩原

団地遺跡では蛎W〃Zαε缶㌘θκsる，Coc60％ゐ餌α6εηr励αvar．ε㎎触；α，ル1ε10si勿〃αγ㌘κs，　A物Wμ》α

ρ鋤励α，米野遺跡ではNヵ砂励α，凡ε4g仇θηs坑⑨ηε4斑μ1ηα，　Cρ／αoθ励励αvar．ε㎎・触彪，勝川遺

跡では、4協αcosゴ勿α勿b忽％α，⑨κ¢4抱μ1ηα，　Fγαg批％α60ηs物醐s　IVヵ鋤励α，大毛沖遺跡では

E〃κo吻力ε6τ沈α仇Cρゐπε碗励αvar．ε㎎妙故，　N　6色沈θκs坑S似ηα，新保田中村前遺跡では＆

μ1ηα，M．〃α吻ηs，　CρZαεθη鋤αvar．召㎎そ鋤α，　A吻わγo　o〃α1i∫var．1鋤6α，川合遺跡ではC

ρZαo％Z〆αvar．％g砂ρZα，、4c吻α励ゐθs　Zακc¢oZ砿α，五φi仇¢勿㌘zθ翻α，　Nθ色勿醐sZs，御殿二之宮遺跡

ではC例α0ε励扱αvar．％9触紘α，」功π加吻㌘τκ㎎似α，∫μ／ηα，∫故μγ0％ゐρ加ε励0θ励εγ0κであった。

順位に多少変動はあるものの，水田層中より検出された珪藻組成はよく類似しており，弥生～古墳

時代における水稲耕作地の拡大とともに，水田周辺において共通した生活史，類似したライフスタ

イルを有する生物群（水田指標珪藻）が日本各地で繁殖するようになったことが考えられる。
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表5　静岡県川合遺跡（奈良時代）の井戸中より産出した昆虫化石

【水生昆虫／7点】

ゲンゴロウ科Dytiscidae
ヒメゲンゴロウ亜科　Colymbetillae

ガムシ科　Hydrophilidae

wl
w3，　　Pl

w2

【食糞性昆虫／1，296点】

ゴホンダイコクコガネ　Coヵ万∫〃ψα功’2る　　　　　w39，

マグソコガネ属　、4助o∂i俗sp．　　　　　　　　w21，
オオマグソコガネ　A助α抗6肋芦oZばαH～‘s　　　　　w7，

マグソコガネ　、4ヵ加4izる陀c／μs　　　　　　　　　w629，

コマグソコガネ　・4ρカo漉μsρμs〃μ∫　　　　　　　w111，

エンマコガネ属　0η仇oが㎎κssp．　　　　　w25，　p11，
コブマルエンマコガネ　0η仇oρ」昭g’‘5α〃ψεηηる　　　w150，

マルエンマコガネ　0η仇oρ吻g泌ρi4z‘μ∫　　　　　w19

双翅目　Diptera　　　　　　　　　　　　　　　囲踊22

hg

p42，　a20

P4

p11，　h10

p19，　h23

s14，　a5

P98，　h9

【食屍性昆虫／32点】

エンマムシ科　Histeridae
ルリエンマムシ　Sφγ初俗sρたηolθηs

コツヤエンマムシ
　　A／伽1泌4〃4ε0‘”2∫〃イα燃4μ鋤0励6燃∫酩’μS

シデムシ科　Silphidae

　
4

0
∂
－

W
W

8
1

W
W

【雑食性昆虫／394点】

オサムシ科Carabidae
ゴミムシ科　Harpalidae
ハネカクシ科　Straphylillidae

w4，　Pg
w119，　p12，　hll

w120，　p119

【食植性昆虫／36点】

コガネムシ科　Scarabaeidae
スジコガネ亜科　Rutelinae
ヒメコガネ　Aηo糀α‘α打4bc抑陀α

コガネムシ　ル1励¢1αψ／εη4θηS

コアオハナムグリ　⑳εετoη抱ノ24α‘π㎝

ハムシ科Chrysomelidae
ゾウムシ科CurculiOllidae
ホソサビキコリ　、4留っ少ηκsカ4匁沈o∫μs

カメムシ目　Hemiptera
ツノアオカメムシ　Pθ痢αわη2αノαραア砿

＊未同定およびその他

　
28
1
2
1
2
4
2
1
1
3

W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

275

合計　2，040点

E．古代一井戸集積昆虫にみる官衙の繁栄

　静岡県川合遺跡は，静岡平野北東の長屋川と巴川にはさまれた沖積低地北縁に位置し，北側に南

沼上丘陵を控えた低湿地上に展開する遺跡である。標高は5～8mで，主に弥生時代中期～古墳時

代中期の集落跡と，古墳時代後期から近現代に至る水田跡が確認され，北寄りの標高の高い部分

（川合遺跡八反田地区）からは，奈良時代の住居跡が多数検出されている。この集落群は隣接する

内荒・宮下両遺跡などとともに，駿河国安部郡の郡衙の一部であったとされる。奈良時代の住居跡

は互いに重なりあい，多くの人々が遺跡内に居住していたことが窺われる。

　調査の過程で，川合遺跡からは奈良時代（8世紀）の10数基の井戸が発見された。このうち，2

基の井戸底より昆虫分析試料が採取され，抽出作業の結果，わずか3．2㎏の試料中に推定3万点に
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達する昆虫片が含有されることが明らかになった。試料中から抽出された昆虫化石は11科計4，204

点よりなり，この大部分が食糞性昆虫で占められるなど，特異な群集組成であった（森，1997

a）。確認された昆虫組成には，オオマグソコガネ、4ヵ吻4撚吻γo磁α批s・マグソコガネ・コブマ

ルエンマコガネ（図版2－5）・ゴホンダイコクコガネCoργZs’吻αγr伽s（図版2－6），双翅目

Dipteraの囲踊（図版2－3）をはじめ，10種以上の食糞性ないし食屍性昆虫で構成され（表5），

総点数においても所属不明のものを除く80～90％の昆虫化石が食糞性昆虫で占められた（図9）。

この結果からこれらの井戸は掘削当初はともかく，のちの利用は水を得るための施設とは到底考え

られない状況を呈していたと思われる。このような多量の食糞性昆虫の発見により，川合遺跡の井

戸周辺は何らかの事情で人糞や獣糞と深く結びっいた汚染度の高い空間であったことが想定され

る。本遺跡の井戸中より産出した汚物集積の指標昆虫の存在は，過度の人口集中と往来を行き交う

人馬などから排出された排泄物により，周辺地域の地表面が長年にわたって汚染され，これを求め

て飛来した食糞性昆虫の死骸が風などによって井戸内に運搬・集積されたものであると考えられ

る。

　このほか，井戸と考えられる遺構より食糞性昆虫を優占する昆虫化石群集が検出された遺跡に

は，宮城県王ノ壇遺跡（中世）・福島県麦地石遺跡（平安時代）・石川県戸水C遺跡（平安時代）・

愛知県吉田城遺跡（中世）などが知られている（森，1994cほか）。これらの遺跡は，いずれも官衙

や郡衙付近に位置しており，この結果，周辺地域が人畜起源の汚物等により汚染されていたと考え

られる。そして，食糞性昆虫を多産する井戸集積の昆虫群集は，汚染された地表面上に生活してい

た昆虫の死骸が，長期間にわたり井戸内に落下・集積され，現在に至ったものと理解される。

F．中　世一畑作害虫の大増殖

　名古屋市若葉通遺跡は，標高約7m，庄内川および矢田川の沖積地に展開する古墳時代前期を中

心とした遺跡である。本遺跡からは，古墳時代前期の土器や遺構のほか，中世の井戸跡が1基発見

され，この中より8科452点の昆虫片が確認された（森，1997a）。同時に出土したおろし皿の年代

から，この地層が15世紀頃に堆積したものであると推定される。発見された昆虫片は，大部分が食

葉性昆虫であるヒメコガネのはねや胸部・頭部などで構成されており（図版2－9），このほかに

ドウガネブイブイやサクラコガネの仲間などの昆虫片も含有される。いずれも主にマメ科植物や果

樹などの葉を加害する食植性の人里昆虫である。井戸中より発見された昆虫の約95％にあたる428

点がヒメコガネであった。残りの昆虫片もほとんどが食葉性昆虫で占められた。

　一方，12～13世紀（鎌倉時代）の愛知県大毛沖遺跡では，同じヒメコガネが人の手によって捕獲

され，生きたままあるいは殺されたのちに，溝のへり付近に9ケ所も穴を掘り投棄された状態で発

見された。詳細な調査・計数の結果，一つの土坑だけで少なくとも40～50頭のヒメコガネが押し込

められていることが明らかになった（森，1996c）。昆虫片を産出した溝の周囲より，畑に利用した

と考えられる畝状遺構が検出され，この遺跡では中世の頃，何らかの畑作物が植栽されていたと推

定される。同じ時代の溝や土坑中からもヒメコガネが多産し，これにコブマルエンマコガネやアオ

ゴミムシ属C川％ηiμsspp．・セアカヒラタゴミムシDolic吻s吻」θκsZsなどの地表性歩行虫を随伴し

た。
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　鎌倉～室町時代におけるヒメコガネの多産については，若葉通・大毛沖両遺跡だけではない。愛

知県内では岡島（鎌倉）・室（鎌倉）・大毛池田（鎌倉）・田所（鎌倉）・辻ノ内（室町）・天白元屋

敷（室町）・渋川城館跡（室町）などからも得られており，県外では三重県六大A（鎌倉）・静岡県

角江（鎌倉）・岡山県津寺（鎌倉～室町）・山梨県宮沢中村（鎌倉～室町）・宮城県中田南（室町）・

大阪府狭山池（室町）など，日本各地の計21遺跡より確認されている。愛知県松河戸遺跡群の昆虫

化石の時代別出現率を見ると，このことはさらに明瞭である。鎌倉時代以降江戸時代に至る間で，

ヒメコガネ・ドウガネブイブイ・サクラコガネ属・スジコガネ亜科の計4分類群の出現率が急激に

増加している（図10）。そして，これら4分類群の出現率は鎌倉時代以前では，決して多くなかっ

たことも同じ図から読みとることができる。

　このように中世の頃を境に，ヒメコガネやドウガネブイブイ・サクラコガネ・クワハムシ

、F1ε磁α励α蹴〃鋤α・ノレリハムシL勿磁4εααθηεαなど，本来は林縁や雑木林の広葉樹の葉を食べて

いた食植性昆虫が気候の温暖化とあいまって，人間の居住域付近で大増殖したことが明らかになっ

た（森，1997a）。このことは，人間による山林開発と，人為環境の周辺に畑作物などの有用植物

が盛んに植栽されるようになった事実と密接に関連している。また，コブマルエンマコガネ・エン

マコガネ属・マグソコガネなどの食糞性昆虫や，アオゴミムシ属・セアカヒラタゴミムシ・ナガゴ

ミムシ属など，畑作地など今日の人里周辺に普通に認められる食糞性ないし雑食性の地表性歩行虫

が，中世の多くの遺跡より確認されている（森，1997cほか）。これは国内58遺跡より発見された遺

跡産昆虫約6万8千点にっいて，集約・分析した昆虫の生息環境別出現率にも明瞭に示される（図

5）。昆虫相からすると，近現代の畑作農村地帯に見られるような人家と畑が混在する人里生態系

は，弥生時代に原形が整い，中世にはすでに完成していたとみなすことができる。

G．江戸時代一森林伐採とアカマツ林の時代

　松河戸遺跡は庄内川の河岸段丘上に所在し，江戸時代前期から後期の頃に栄えた勝川宿の一角に

位置している。本遺跡の屋敷地をめぐる区画溝の埋土からは，11科12属で構成される計921点の昆

虫化石が検出された。昆虫群集は，スジコガネ亜科（292点），サクラコガネ属（147点）などの食

植性昆虫を主体に，スジコガネM吻吻孟εs紘吻εs・ノコギリカミキリP吻微s燃励α治などアカ

マツ林に生息する昆虫類を多産した。これにまじって，ヒメコガネやドウガネブイブイなどの人里

周辺に生息する食葉性昆虫も多数確認された。また，昆虫分析試料と同一試料から，多量のマツ属

の球果が検出され，屋敷地の周りにアカマツが生えていたと考えられる。松河戸遺跡では，多くの

食葉性昆虫の産出から，屋敷地付近に果樹や畑作物が植栽されていたことが推定される。

　この時代の情景を描いた絵画資料では，尾張名所図会が知られている。1633（寛永10）年に竣工

したとされる愛知県犬山市入鹿池の「入鹿間」の絵図を見ると，聞付近には針葉樹と思われる低木

が描かれており，背後の山ではすそ野付近にマツの木が，そして山の斜面や山頂にはほとんど木が

描かれていない状況を知ることができる。その結果，人間の居住域周辺の丘陵地で森林伐採が進

み，人里付近ではアカマツ林が繁茂していたと考えられ，この絵に描かれた情景は場所には少し隔

たりがあるものの，松河戸遺跡における同時代の昆虫分析結果ともよく合致している。なお，食植

性昆虫を主体にアカマツ林に多い昆虫と灯火に飛来する昆虫を随伴する組成は，名古屋市中区に位
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置する名古屋城三の丸遺跡の江戸時代後期の区画溝からも得られている。

　17世紀半ばの1666（寛文6）年，徳川幕府は『山川の掟』を発布し，「川の周りの山で草木の根

を掘らないこと，切った跡には必ず再び木を植えること」など，森林荒廃とこれに伴う土砂流出

や，洪水防止に努めねばならない状況が日本各地で発生していたと考えられる。そして，江戸時代

の後半ともなると，たび重なる凶作と天候不順により疲弊した農民は，「草木木皮犬猫牛馬」のみ

ならず，死人の肉さえ食べなければならないほどの著しい食糧不足に陥ったとされる（西村・吉

川，1983）。この時期を境に山野は燃料・建築材・食糧確保の場所として，木の実・木の根・落ち

葉・下草など徹底的に収奪される対象となり，ひどく荒廃したことが日本各地で描かれた絵画や文

献史料にあらわれている。江戸時代におけるこのような状況証拠は，昆虫分析でマツ林に依存する

昆虫化石が多産することとよく整合している。

4．まとめ

　日本各地の58遺跡より昆虫化石を抽出・同定し，先史時代～歴史時代における環境変遷史にっい

て考察した（図11）。

　後期更新世の最終氷期の地層では，岩手県大渡II遺跡・宮城県富沢遺跡・同北前遺跡などより，

姶良一Tn火山灰層（2．5～2．2万年前）上位の地層中から，クロヒメゲンゴロウ∫吻6‘μ∫ヵ妙廊μs‘・

マメゲンゴロウ属／1g功爾　sp．など北方系のゲンゴロウや，冷温帯性のエゾオオミズクサハムシ

P》αZθμ勿αγiS　CO％S〃i6τ‘60〃S　60κ∫カi6τ‘60〃ZS・オオハンミョウモドキEZρ〃μs　j砂0励τ〃∫・チビマツ

アナアキゾウムシ1吻Jo助θ1〃sρ吻αs抗などが発見され，気候が著しく寒冷であったことが明らかに

なった。

　縄文時代早期では，岐阜県宮ノ前遺跡よりヒメコガネ・肋o〃zα似　γψαzργω・ドウガネブイブイ

・4．αφγ囮などコガネムシ科を主体に，水生昆虫を随伴する昆虫化石群集が確認され，落葉広葉樹

に囲まれた湿地と人の介在した二次的な林床の存在が復元される。縄文時代中期では，朝日・松河

戸両遺跡などの地層中からコウホネネクイハムシDoηαc㌘ozθη蛤に同定される冷温帯～亜寒帯性

の昆虫化石が検出され，気候が冷涼であったことが示される（縄文中期の寒冷期）。

　弥生時代になると，水稲耕作が組織的かつ大規模に行われるようになり，これに伴いイネネクイ

ハムシZ）0ηαoZOργ0〃0磁・イネノクロカメムシS60物0φ吻勿1励磁などの稲作害虫が発生し，同時

にヤマトトックリゴミムシLα功％06τ幼なノ4ρ0κ‘0α・セマルガムシCOε10S60勿αSτμ1沈勿・マメガムシ

1～εダ〃2δαγ磁α舵κ螂αなど，本来，湿地や池沼などに生息していた昆虫類が大繁殖するようになっ

た。この傾向は古墳時代から古代に至る過程でさらに加速された。弥生時代～古墳時代にかけ，水

稲耕作地の拡大と水利システムの全国的な波及とともに，稲作害虫や水田指標昆虫・水田指標珪藻

など，共通した生活史，類似したライフスタイルを有する生物群が水田周辺において個体数を増加

させた。弥生時代に生じた生物相の変化には，もう一っ，人の集中居住に伴う食糞性昆虫や食屍性な

いし汚物性昆虫の多産遺跡の存在があげられる。同じ地層からは汚濁性珪藻や富栄養型珪藻・寄生

虫卵なども検出され，農耕社会の進展とともに自然改変と環境汚染が進行したことが考えられる。

　中世は，ヒメコガネ・ドウガネブイブイ・サクラコガネ・4ηo〃鋤α　伽勿‘α微・クワハムシ

F吻批鋤ααγ勿α劾・ルリハムシL沈磁4εααεηθαなどの食葉性昆虫の多産によって特徴づけられ
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20000yBP

130ka

L75Ma

相対年代

鎌倉時代

古墳時代

最終氷期

後期更新世

中期更新世

昆虫および珪藻化石の特徴・主な地質現象
松河戸遺跡群・朝日遺跡ほか 濃尾平野地域の地質

果樹等につく食葉性昆虫多産M
（ヒメコガネ・ドウガネブイブイ等）

果樹等にっく食葉性昆虫多産M
（ヒメコガネ・ドウガネフ÷イブイ等）

稲作害虫多産（イネネクイハムシほか）M

多様な昆虫群集M

流水性珪藻多産A
水生昆虫多産M・A

稲作害虫の出現M
（イネネクイハムシ｝まカ、）

水田珪藻の繁殖

都市型昆虫の産出（食糞性昆虫等）A
稲作害虫の初見〈大阪志紀遺跡〉

森林破壊・洪水頻発

食葉性昆虫・地表性歩行虫の産出M
（スジコガネ亜科）（対ムシ科）

海～汽水生珪藻の産出A
（旋10s呈1r8　sp．）

森林性昆虫・寒冷型昆虫A泊
（コガ私シ科）　（コ躰ネネクイ袖シ）

人里昆虫（三内丸山・宮ノ前遺跡）

海産の内湾性珪藻群集A
（ホ㌧リング試料より）

自然堤防の形成

黒色有機土層の堆積

河道の活発化

浅谷の形成と埋積M

　　　　栢の降灰M
　　　　（3120yBP）

縄文後期の再海進A

浅谷の形成と埋積M・A
　（縄文中期の小海退）

K－Ahの降灰A
　（6300yBP）
縄文海進A

地表性歩行虫等の多産信ノ前遺跡）
海～汽水成層と淡水成層の互層

濃尾層の堆積

寒冷型昆虫の産出（富沢遺跡ほか）　　　第一礫層の堆積
刀Jr力加sρρρρoび5」、万8　zθ吻訂ゴ5　coηsぴfo亙colljAまか

内湾性珪藻の産出　　　　　　　　　　　熱田層の堆積
∫包ra五a　5α∫σ8τ8，砂croεθ1力ぷぴ10z・皿など

ヒメバラモミ（ノ『ゴCθ8　却8』「ゴ却0”ゴCZゴτ）の産出

C5方10τ肌』6bsc垣o∂1soαs　sp．など

第二礫層の堆積

海部累層の堆積

寒冷型昆虫の産出（三重県多度町ほか）
丹訂θ皿aττ5C、　cons亡rエパ允01五Sほか東海層群の堆積

古気候 推定される古環境

池ケ谷遺跡 （地形・地質）

　　　　　　　　　砂礫層の堆積
湿原性昆虫多産　　　　　沼沢地化
稲作害虫多産　　　第3次水田開発
（イネネクィハムシ・イネノクロカメムシ）

湿原性昆虫多産
稲作害虫の出現

湿地性昆虫産出
（ゲンゴロウ科・ガムシ科）

砂礫層の堆積

　　　沼沢地化
第2次水田開発
　砂礫層の堆積
第1次水田開発

地表性歩行虫の産出

・・…‥…　？　…朋・…・Kgの降灰
　　　　　　　　　　　（3000アBP）

富沢・大渡H遺跡ほか

食糞性昆虫の産出
（対ムシ科・糀ンチコガネ）

　　　　　　水田層

泥炭層

湿地性昆虫の産出
（エソ∨オオミズクサハムシ・ヒラタネク

　イハムシ）

粗粒砂層

水生珪藻の多産
寒冷型昆虫産出および
　　　　　ATの降灰

人為度の高い環境M
アカマツ林の繁茂

果樹・畑作物等の植栽M

大規模な水田開発？M・1

　平安海進（温暖期）

主な人間活動

勝川宿の繁栄M

新田開発・輪中堤の築堤

　　　大開墾時代
畑作・二毛作盛ん

条里水田の開発

低湿地の自然改変進行距A　　　水利システムの拡充
　弥生・古墳寒冷期　　　　低湿地開発・古墳築造

水稲耕作行われるM・1

裸地的な人口空間M
（弥生都市）

豊富な森林植生祐A

やや温暖な気候A
（縄文後期の再海進）

やや寒冷な気候M・A
（縄文中期の小海退）

　　　　　　　　倭国大乱
大規模な環濠集落の造営A・M
　　　　　環境汚染の開始
　　　　　　　　稲作の伝播

気候温暖期（縄文海進）A

縄文人（後期）の活動A・M

縄文人による植生干渉

縄文人による野焼

農耕の開始

洪水による埋積T
寒冷な気候（ウルム氷期の最寒冷期）T
針葉樹林・湿潤地表面T焚火及び石器生産の痕跡T

（凡例）蛤松河戸遺跡群　A：朝目遺跡
　　〈主な火山灰層〉
　　　阻：松河戸火山灰層
　　　K－Ah：鬼界アカホヤ火山灰層
　　　Kg：カワゴ平パミス
　　　AT：姶良一丹沢火山灰層

寒冷←

気候温暖期（熱田海進）

小氷期・間氷期の繰り返し

氷期（第四紀初頭の寒冷期）

（凡例）

M：松河戸遺跡群　A：朝日遺跡
　1：池ケ谷遺跡　T：富沢遺跡

図11先史～歴史時代の地層中より産出した昆虫および珪藻化石と古環境
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る。これは，中世における人間の営みと密接に関連しており，文献史料や考古学上の成果などか

ら，この時期，山林原野の開発が全国規模で進められ（大開墾の時代），人間の居住域周辺に畑作

物などの有用植物が植栽されたと考えられる。日本各地より出現した昆虫組成を総合すると，近現

代の農村地帯に見られる人里生態系は弥生時代に原形を整え，中世の頃にはすでに完成していたと

みなすことができる。

江戸時代になると，松河戸・勝川両遺跡などよりアカマツ林に生息するスジコガネ脇〃Zθ似　必一

紘吻θsやノコギリカミキリPガo耽siηs泌治などの昆虫片が発見され，アカマツの繁茂するよう

な景観が日本各地に出現していたと推定される。

こうして，更新世から完新世に至る間の生物群集は，更新世においては気候変動が，完新世後期

においては人間の与えた影響がきわめて大きかったことが明らかになった。
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Paleoenvironmental　Changes　durillg　the　Pre－historical　and

Historical　Ages　Based　on　Insect　Fossils

Yuichi　MORI

Insects　have　the　most　abundant　species　of　all　living　things　on　the　earth；they　are

typically　adapted　to　various　environments　and　have　rich　diversity．　Here　presents

environmental　changes　from　pre－historical　to　historical　ages　based　on　the　sampling　and

analyses　of　insect　fossils　from　58　archaeological　sites　in　Japan．

　　Many　beetle　fossils　are　found　from　the　peaty　layers　above　the　Aira・Tanzawa

volcanic　ash　layer（25，000　to　22，000　years　old）of　the　Last　Glacial　Age　at　the　Owatari　II

（Iwate　Prefecture），　Tomizawa，　and　Kitamae　sites（Miyagi　Prefecture）．　These　beetle

fossils　include　many　subarctic　and　cool　temperate　species，　such　as　P1碗μ卿〃‘∫ooη一

s〃icτゴoo〃is　60ηs励oτico〃＆E吻）加μ∫元4）oκゴoμs　and砂10b舵1％sヵ碗α∫抗．　This　indicates

that　the　climate　at　these　sites　was　colder　than　that　at　present．

　　Apeaty　layer　of　the　early　part　of　the　Jomon　Period　at　the　Miyanomae　site　in　Gifu

Prefecture，　includes　insect　fossils，　mostly　belonging　to　the　phytophagous　village　insects

and　other　aquatic　beetles，　such　as／17zo〃zαち励（w≠）π（z，〆1．　oκ力陀α，　and（＞1死sZ6夕」砂oκξc〃s．

In　this　site，　a　wetland　surrounded　by　a　secondary　forest　composed　of　deciduous　broad・

leaved　trees　is　restored．　At　the　Matsukawado　site　group（Aichi　Prefecture），　many

forest・inhabiting　insects　are　discovered　in　the　deposits　of　the　middle　Jomon　Period，

indicating　that　the　people　lived　in　or　rlear　the　forest．

　　Rice　field　soil　in　the　Yayoi　Period　commonly　yields　paddy　pests　such　as　Doηα6㌘

ヵγo〃o∫瓦S60吻o助αη1πガ磁．　Beetles　living　in　swamps　and　lakes　such　as　Lα6吻06γ幼‘s

ノ砂ωziτα，　Coε10sτo〃zαsτz〃勧〃z，　and、R鱈物z6α7κα〔z『’εηz4〔z血z　proliferated．　Paddy　pests　and

these　beetls　increased　from　the　Kofun　Period　to　the　Heian　Period．　As　rice　fields　and

water　supply　system　were　developed　nation・wide，　paddy　pests，　paddy　indicating　insects，

and　paddy　diatoms　that　had　a　common　life　history　and　a　similar　life　style　proliferated

around　rice　fields．

　　Changes　of　flora　and　fauna　in　the　Yayoi　Period　are　also　indicated　by　prolific

occurrence　of　coprophagous　insects，　filthphagous　and　saprophagous　insects　that　ac－

companied　integrated　life　of　men（urban　insects）．　In　the　same　layer，　saprophilous

diatoms，　eutrophic　diatoms，　and　parasite　eggs　are　detected．　With　the　development　of　an

agricultural　society，　ecological　changes　and　environmental　pollution　seem　to　have　been

accelerated．

　　The　Medieval　Period　is　characterized　by　the　proliferation　of　leaf　eating　beetles　such

as／1ηo〃zα／αγzφαφγ¢α，ノ1．αφγ¢α，ノ1．4αi〃zZαηα，・F1εμκαz6κiααγηz6z；α，　and」Liηεzεゴε1εααεκατ．

This　is　the　reflection　of　the　development　of　woods　and　fields　promoted　nation・wide　in

the　Medieval　Period（the　age　of　great　land　development）．　This　fauna　shows　that　fruit

trees　and　vegetable　crops　were　planted　around　their　residences．　Insect　assemblages
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show　that　human　ecosystem　of　the　modern　and　contemporary　agricultural　areas

originated　in　the　Yayoi　Period　and　was　completed　in　the　Medieval　Period．

　　　Beetles　such　as〃‘勿∂ατεs；α6θ幼εs　and。P吻微s　iηs〆αγ‘s，　living　in　red　pine　woods

occur　in　the　Matsukawado　and　Kachigawa　sites．　In　the　Edo　Period　the　scenery　with

common　P碗μs　4εηs豹o夕αproliferated　throughout　Japan．

　　The　assemblages　of　living　things　from　prehistorical　age　to　historical　age　were

affected　mainly　by　climatic　changes　and　human　beings　had　great　influence　in　the

historical　age．

Aichi　Prefectural　Meiwa　Senior　High　School，

Shirakabe，2－32－6，　Higashi－ku，　Nagoya，　Aichi，461－0011　Japan

愛知県立明和高等学校

〒461－0011名古屋市東区白壁2丁目32－6
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図版1　昆虫化石の顕微鏡写真（1）
1　ヒラシマミズクサハムシ近似種P／姥2‘」批γ～∫cf．1の硲励批～Kimoto　前胸背板（幅1．8mm）および左右上翅（長

さ4．8皿狙），三重県多度町前期更新統　2　キムネアオハムシC彫o賂2εε／¢gαア7s　Baly　左ヒ翅（長さ5．2皿m），宮ノ前

遺跡（後期旧石器時代）　3　サワダマメゲンゴロウP姐α7η力24s∫α～槻4α～Kalniya　左右上翅および前胸背板（長さ

7、0㎜），宮ノ前遺跡（後期1日石器時代）　4　アオハナムグリEμεθroη㌘w／q酎（IIarold）右上翅（長さ10．Omm），

宮ノ前遺跡（縄文時代早期）　5　ツヤケシヒメゾウムシ刀α批y〃～ρραイ∫〃％／α批／～o／τα∫∫（roelofs）前胸背板および左

右上翅（長さ3．6mm），三内丸山遺跡（縄文時代前期）　6　フトネクイハムシDo欄τ㌘〔’／α～・αタ宅α2〃Jacobson　左上翅

（長さ4．9mm），朝日遺跡（縄文時代中期）　7　クロバエ科Ca］liphoridae囲踊未端節および後気門（幅3．8mm），三

内丸山遺跡（縄文時代前期）　8　アオゴミムシ属C〃αピァ漉4∫sp．前胸背板（幅7．8㎜），松河戸遺跡（縄文時代中期）
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図版2　昆虫化石の顕微鏡写真（2）
1　コブマルエンマコガネθ〃”～θρ／／‘磐〃s／～r励（・〃〃ノsWaterhoしlse　／1□二翅（長さ5．1mm），朝日遺跡（弥生時代中期）

2　イガクロッヤマグソコガネ」∫）1～θ〔～～～rs～迎！～Nalくane右上翅（長さ3．8mm），朝11遺跡（弥生時代中期）　3　イエバ

エ科Muscidae　囲踊（長さ10．4mm），川合遺跡（奈良時代）　4　オオマグソコガネ」〃～θ∂～〃∫／～αノη～∂～辺〃～rs　Balthasar

頭部（最大幅3．1mm），朝日遺跡（弥生時代中期）　5　コブマルエンマコガネθ〃〃～θ〃～／4ξ～rsイ〃励ピノη厄Waterhotlse

頭部（最大幅3．2mm），川合遺跡（奈良時代）　6　ゴホンダイコクコガネCθ／〃永／；ψイ〃W／〃s　V～「aterhollse　前胸背板

（幅7，2皿m），川合遺跡（奈良時代）　7　イネネクイハムシDθ1～イ／《1～r～／）ノη～1‘ノs〃Fairlllaire　左上翅（長さ4．4mm），大色

沖遺跡（占墳時代前期）　8　イネノクロカメムシS〔Y，～～〃⑭1～αM／～〃㍗／τzBurmeister・1・楯板（長さ6．Omm），池ヶ谷遺

跡（弥生時代後期）　9　ヒメコガネご1〃θ〃～イ〃r～〃〃｝▲〔ソψノwMotschulslcy　右ヒ翅ほか（井戸出土）若葉通遺跡（中

川）
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